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令和６年 2 月社会教育委員会議 議事録 
 

 
日時：令和６年２月 15 日（月）午後 7 時００分～  
場所：さんくす３番館  第１会議室  

 

広瀬議長：  定刻になりましたので２月社会教育委員会議を始めさせていただきま

す。本日の出席委員は7名で委員数１２名の過半数を超えておりますの

で、吹田市社会教育委員会議規則第３条第６項の規定により本会議

は成立していることを御報告申し上げます。 

- 資料説明（省略）  - 

太田課長代理：  令和5年12月23日付けで、西川敏孝前教育長の任期満了に伴いま

して、あらたに12月24日付けで大江慶博が教育長に就任いたしました

ので、御報告申し上げます。    

広瀬議長：  それでは、次第にそって会議を進めさせていただきます。  

 
 
１  令和６年２月議会について  
    （１）令和６年度当初予算（案）地域教育部所管分について  

 
- 所管課から報告  - 

 

太田課長代理：   今回は吹田市の重点取組、令和５年から 4 年間の間で特に重点的

に進める取組の中で、地域教育部が掲げている施策が２点ございます。

一つ目は子供たちが安心して過ごせる居場所の環境整備推進で、二

つ目は留守家庭児童育成室の待機児童ゼロを実現という施策でござ

います。それに関する来年度の予算につきまして、まずは青少年室から

御説明申し上げます。 

大川室長：  青少年室所管の予算のうち、重点取組である子どもの居場所の環

境整備の項目として太陽の広場が挙げられます。青少年教育費です

が、本年度予算額が 108,600 千円、前年度予算額が 95,506 千

円で、比較いたしますと 13,094 千円の増額となっています。これは太

陽の広場を含んでいるこどもプラザ委託料が、前年度と比較し、約

12,000 千円の増額しているためです。要因としては、「太陽の広場」

の地域ボランティア「フレンド」さんへの謝礼金の単価を上げたことと、

事業者による委託モデル事業２校分の委託料を計上したことです。当

初の謝礼金の単価は 824 円でした。約 20 年間同金額であることで、

端数の計算と各フレンドへの支払いが非常に煩雑な事務となるため、

地域の負担となっており、これまでも地域から単価見直しの要望をお聞

きしておりました。この度、地域の事務軽減等を考え、単価を 1,000 円

に上げて明日の本会議で提案を予定しています。委託モデル事業は、

フレンドの不足など事業継続が困難な２地区において、事業者で運営
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することで持続可能となるか検証しようとするものです。 

その他の特筆すべき事項としましては、「さわやか元気キャンプ」という

事業を拡充いたします。この事業は、不登校又は登校に不安のある子

供を対象に、高校生以上のボランティアスタッフの協力を得て、自然体

験活動を通じて人との関わりを持ちながら、社会的自立を支援する目

的で実施しています。現在、本事業は、６月、８月、10 月、12 月に実施

していますが、拡充として、３月にも実施するものです。拡充予算は講師

謝礼金とスタッフへの謝礼金として 22 千円でございます。 

 
堀 次 長：  留守家庭児童育成室の運営につきまして、予算の面から御説

明をさせていただきます。歳出でございますが、児童福祉費、
留守家庭児童育成費が、留守家庭児童育成室運営に係る全ての
費用をお示ししているものでございます。来年度につきまして

は、職員 138 名を採用するための予算を計上しております。そ
のうち留守家庭児童育成指導員ほか報酬が 7 億で、その他とし
まして 4 億、合計約 11 億円を職員の報酬手当、社会保険料と
して確保をしております。  
待機児童対策として、現在、進めている委託につきましては

来年度、新たに 2 か所増やします。留守家庭児童育成室運営委
託料他ということで 12 億計上しております。委託にかかる部
分は、8 億 4000 万円です。これで 16 ヶ所の委託となります。
合わせまして、職員の確保で、人材派遣の導入をしております。
これが委託料の中に含まれており、1 億 4000 万円です。待機
児童の対策ということで、放課後キッズスクエア。これもこの
12 億の中に入っています。令和 7 年度に向けて、1 億 4000
万円の確保をしているところでございます。現在、整理を進め

ているところですが、今年度は令和 5 年 4 月時点で 190 名の
待機児童が出ていたのですが、今整理を進める中で、100 名は
超えてしまいますが、今年度より待機児童は減らすことが可能
になるだろうということで、取組を進めているところでござい
ます。                          

広瀬議長：  ただいまの報告につきまして何か御質問等ございますでしょ
うか。  

中西委員：  学校関係者以外の方は、留守家庭児童育成室、キッズスクエ
ア、太陽の広場の違いはわかっておられるのでしょうか。  

堀 次 長：  太陽の広場につきましては、青少年室が所管になっています。
放課後の子供たちの居場所として、小学校在籍の児童が、自由
に参加をして、遊びを通して体験できる場となっております。

留守家庭児童育成室につきましては、放課後に就労家庭の児童
で一年生から四年生までを対象に、保育をしております。放課
後キッズスクエアにつきましては、留守家庭児童育成室に入室
できない児童にせめて学校の中に居場所を確保しましょうとい
うことで、あくまで見守りですが、居場所を作っている事業で
す。  

尾崎副議長：  吹三地区公民館、吹一地区公民館の建替え事業をされていま
すが、建築費の高騰を含めてどのように対応されているのかお
聞きしたいです。また、各小学校区にそれぞれ青少年対策委員
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会や地域教育協議会があって、そこに一定の活動費が支払われ
ています。それが来年も同額とお聞きしています。それに関し

て担当の方に物価が上がっているので今年と同じことはできる
かお聞きしたところ、同じようにできなくても構わない、とい
う返答がありました。実際に物価の高騰に関して、どう考えら
れて対応されているのか、お聞かせいただけたらと思います。  

北野課長：  吹三地区公民館は、令和 6 年の 7 月末にしゅん工する予定に
なっておりまして、いわゆる、インフレスライドによる人件費
や、資材高騰につきましては、工事監理者の方からお申し出を
いただいて、対応していくことになります。現在、その対応の
ことについて連絡等は受けてはいないですが、申し出がありま
したら、しかるべき対応は進めさせていただきます。続きまし
て吹一地区公民館は、現在設計予算のみとなっておりまして、
これから契約を締結するところになります。こちらの人件費に
つきましては、国交省からの通知の後の契約になりますので、

今の段階では、適切な人件費を含めた契約を進めていけると考
えております。  

小川参事：  物価が高騰している中で、同じ金額でも同じ事業ができない
というお話をいただきました。青少年指導委員会への補助金、
地域教育協議会への委託料につきましては、本年度は据え置き
にしております。その中で事業を工夫してやっていただきたい
と各団体にはお願いしたいと思っております。青少年指導員会
に委託しているヤングフェスティバルや、野外コンサートにつ
いては、上がっている分の予算は、関係部局と調整しています。
今後、予算の確保に努めます。  

広瀬議長：  それ以外に何か御質問等ございますでしょうか。  
 

―  質問なし  ―  

 
   （２）吹田市公民館条例の一部改正する条例の制定について  
 
北野課長：  公民館条例の一部改正の骨子案に対する提出意見と、市の考

え方について申し上げます。まずこちらは北千里地区公民館に
関しまして、今まで一部直営で市の職員を残していた部分につ
きましても、このたび、指定管理者によるによる運営を進めて
いくという条例改正を行いたいということで、パブリックコメ
ントを実施いたしました。期間は令和 5 年 12 月 5 日から令和
6 年 1 月 10 日までの 37 日間でございます。提出意見数は 79
通いただきまして、意見数としましては 133 件でございます。  
御意見の内訳といたしましては、このたびの条例改正の必要

はないという御意見を 42 件。このまま指定管理者、民間事業
者に委託するべきという御意見を 33 件。市の直営に戻し、地
域で運営するような窓口も貸館も全て直営に戻して欲しいとい
う御意見を 30 件いただきました。また企画運営委員はどうな
るのかという御意見も 6 件いただきました。その他、こういう
ふうにすればいいのではないかという御提案の御意見を 12 件
いただいております。また骨子以外の意見も 10 件をいただき
ました。  
提出意見と市の考え方につきましては、本日配布いたしまし
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た、別紙の通りでございます。  
主な御意見といたしましては、「集う、学ぶ、結ぶ」の破壊と

はなりませんか、公民館から市民を遠ざけることになるのでは
ないかといった御意見を 7 件いただいております。本市の公民
館は、社会教育、生涯学習の場として、地域に根差した公共施
設ということは全くそのとおりでございます。引き続き指定管
理で一体的に、また地域との連携を結んで、魅力的な講座など
をして、地域と連携していきたいという考えということを進め
ていきたいと考えております。また、民間事業者に委託して欲
しいという御意見を多数いただいております。新しいサークル
などが部屋を利用できなかったりということが起こっていたの
で、利害関係が少ない、指定管理者が運営することの方が、公
平性な取り扱いになってくれるのではないかという御意見を 12
件いただきました。こちらは市の考え方としましては、北千里
地区公民館も含めて、他の公民館においてもサークル活動や一

般利用に関しましては、公平な運営となるように周知を徹底し
ているところでございます。何か誤解を招くようなことがあっ
たのかもしれないですが、引き続き、全ての方が利用しやすい
公民館となるように、周知徹底、研修などを進めていくと回答
させていただこうと思っております。  
続きまして、市の直営に戻して欲しいという御意見の中の一

番多い御意見で、公民館は市の直営に戻して欲しいという御意
見を 22 件いただきました。ただこちらについての市の考え方
は、この北千里地区公民館はまちなかリビング北千里という複
合施設の一体的な運営を目指していることから、指定管理者制
度を導入しておりますので、複合施設の効果を図るために、引
き続き御理解いただきながら、指定管理者で進めていきたいと
考えているということをお示ししたいと考えております。  

企画運営委員に関する御意見を 6 件いただいておりまして、
企画運営委員会で企画運営委員が、地域の諸課題について議論
することが、地域コミュニティ活動であり、各課題の認識を深
め、コミュニティ活動の発展に繋がるという御意見を 3 件いた
だいております。こちらは指定管理者制度、指定管理者が主催
講座主催事業等を行うことになったとしましても、この企画運
営に代わるような、運営委員会というようなものを、組織した
いと考えておりまして、地域のニーズを把握して、講座をして
いくということは、引き続き仕組みとしても考えていきたいと
考えております。市の考え方等含めましてパブリックコメント
の報告となります。  
最後となりますが、条例の改正の概要と条例改正案をお示し

しております。今回のパブリックコメントをいただいた中で、
条例改正につきましては様々な意見はございますが、引き続き
地域とお話し合いをしながら、御理解いただく中で、調整をし
ていきたいと考えております。この条例改正は、明日から議会
が始まるのですけれども、指定管理で運営していくという形で
提案していきたいと考えております。  

広瀬議長：  ただいまの報告につきまして何か御質問等ございますでしょ
うか。  

中西委員：  学校側の立場からお願い申し上げたいのですが、企画運営委
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員の件です。小学校の校長による運営委員の参加につきまして
は様々な意見を理事会校長会等でもらっています。私も中学校

の校長なので、2 年間その地区の運営委員に入り、出席させて
いただきました。主な議案としては公民館の講座を考えるとい
うことで、学校の意見を求められることもありましたが、主た
る案件には、そこまで関わりませんでした。私は 2 年間、企画
運営に参加し、次の 1 年間はまなびの支援課の方に御協力いた
だいたことや、もう中学校は私しか出ていなかったこともあり、
今年度は出てないのですが、小学校長は 1 ヶ月に 1 回の運営会
議に参加となっております。企画運営委員の校長参加そのもの
についても、議論させていただきたいです。また、地元小学校
の校長含めたと書く必要性についても、方針がありましたらお
聞かせいただけたらと思います。  

北野課長：  御多忙の中、企画運営委員会に出ていただきまして、また文
化祭などの御支援等もいただいていることは重々承知いたして

いるところですが、公民館は、小学校区に 1 館あり、企画運営
委員の構成として、小学校から校長先生に入っていただくとい
うことを、私どもの内規で定めています。今、中西委員の御意
見も踏まえまして、今後の課題として認識をさせてはいただき
たいと思っておりますが、今のところは、小学校の校長先生が
入っていただき、小学校と公民館との連携というものをもう少
しつめていきたい意味合いがあります。こちらの回答の方にも
載せさせてはいただいておりますが、御意見につきましては、
まなびの支援課の課題として検討をさせていただきたいと思っ
ております。  

広瀬議長：  それ以外に何か御質問等ございますでしょうか。  
 

―  質問なし  ―  

 
 
２  第３次吹田市生涯学習（楽習）推進計画の進捗状況に  

ついて  
 
碓井係員：  最初に、本計画の概要を御説明いたします。本計画は、吹田市の総

合計画における将来像の実現に向けて、生涯学習の推進についての
部門別計画として位置づけております。また、教育委員会が策定してい
る吹田市教育ビジョンなど、関連する計画と整合性を図り、平成 28 年
度（2016 年度）に策定いたしました。毎年、各室課に施策の進捗状
況を照会し、社会教育委員会議において、当課所管の事業について、
進捗状況を御報告しております。今回は、令和 4 年度における進捗状

況について、御説明いたします。基本方向Ⅱ『活動の支援』、推進施策
３『ICT を活用した学習情報の収集・発信』  について、御報告いたし
ます。これまで、新型コロナウイルス感染症の影響で実施できていなか
った、「生涯学習市民大学講座」、乳幼児とその保護者が対象の「子
育て教室」、児童・生徒の保護者が対象の「家庭教育学級  合同講演
会」について、オンライン配信で開催することができました。それに伴い、
講座の申込方法に 電子申込システムを導入し、講座終了後のアンケ
ートをインターネット上で実施しました。今後も、ICT を有効的に活用し、
市民の学習機会・情報収集の利便性向上を進めて参りたいと思いま
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す。次に、基本方向Ⅲ『活動の場の整備』について、報告させていただ
きます。 

令和 4 年度においては、北千里小学校跡地複合施設「まちなかリビ
ング北千里」がしゅん工し、同施設内の北千里地区公民館は令和 4
年 11 月に供用開始いたしました。また、吹一地区公民館建て替え用
地の購入  及び、吹三地区公民館の建て替えに係る  現施設の解体を
開始し、新施設の設計が完了しました。「まちなかリビング北千里」につ
いては、公民館・図書館・児童センターの複合施設として、多世代交流
促進のため 連携を進めて機能強化を図り、市民にとって身近な生涯
学習施設である地区公民館については、引き続き安心・安全に御利用
いただくための整備を進めて参りたいと考えております。 
続いて基本方向Ⅳ『広範な学習機会づくり』については、各所管に

おいても、市民のニーズやライフステージに応じた様々な学習機会を提
供しております。働く世代が参加しやすいと思われる、夜の時間帯や土
日に講座を開催したり、子育て中の方が、子連れでも気軽に参加でき

るよう保育付きで講座を実施したりと、様々な状況下の方が参加しやす
いスタイルを模索しております。また、乳児から高齢者までの全ての世代
に対して、各ライフステージに合わせた講座の実施や情報提供を行い、
生涯を通した学習活動への支援を実施しています。今後も、いつでも、
どこでも、誰でも、学びたい時に学べるよう、多種多様な学習機会を提
供していきたいと思っております。 
最後に、基本方向Ⅴ『スポーツを通じた学習の推進』 、『スポーツに

よるコミュニティの促進』については、公民館事業の一環として、体操や
座学などの健康講座を２９館全館で実施し、誰でも自由にスポーツを
楽しみながら、新たなコミュニティを形成できる機会を提供しました。新
型コロナウイルス感染症への対策を行いつつ、徐々に本来の日常を取
り戻していく過程において、スポーツが人と人との結びつきを取り戻すき
っかけとなればと思っております。引き続き、各所管の進捗を確認すると

ともに、今後も計画に沿って生涯学習の推進に努めて参りたいと考え
ております。  

広瀬議長：  ただいまの報告につきまして何か御質問等ございますでしょ
うか。この実績なし、未実施・不実施との記載があるものは、
数年の間に実施が予定されているのか、情報がありましたら教
えていただけますか。  

碓井係員：  資料は令和 4 年度の実績になりまして、まだ新型コロナウイ
ルス感染症対策として、今のようには自由にできなかった時勢
でもございましたので、実施できなかった事業も多くあるかと
存じます。まなびの支援課が所管していない事業は、詳しく調
べきれていないというのが実情でございます。  

広瀬議長：  それ以外に何か御質問等ございますでしょうか。  

 
―  質問なし  ―  

 
 

３  吹田市教育委員会後援等に関する要領の改正について  
 
太田課長代理：  吹田市教育委員会後援等の実施に関する要領の改正について

でございます。こちらにつきましては昨年 11 月の社会教育委
員会議で、教育委員会の名義後援の課題につきまして報告をい



 
7 

たしました。吹田市教育委員会後援等の実施に関する要領、第
4 条 4 号の規定、特定の政治活動または宗教活動を目的とする

事業でないことに抵触するとして、対応を進めているものが 2
件あると御説明させていただきました。  
その 2 点につきましては、後援取消、そして注意書の発行と

いう対応を行いました。今後同様の案件が生じた場合は、政
治・宗教活動を伴う事業からの後援の依頼があった場合にスム
ーズな対応ができるよう、後援要領の改正を検討しております。  
一つ目は、現在の規定につきましては、事業の目的が特定の

政治宗教活動かどうかというところで判断をしておりますが、
目的を問わず、特定の政治宗教活動を行う事業につきましては、
後援を承諾しない条文への改正を検討しております。  
二つ目は、新規の申請は、その活動内容、実績が分かるよう

なものを提出していただき、後援を申請する団体への審査条項
の追加を検討しております。  

三つ目は、実際に取消対象となった事業につきまして、申請
不可の期間を設けることを検討しております。  
四つ目は、具体例を盛り込んだ質問と回答の書かれた文章を

後援の申請時に一緒に配布することで、明確に分かるようにし
ていくことを考えております。現在、市長部局の市民総務室と
一緒に進めているところですが、来年度中の施行を目指しまし
て、協議を進めているところでございます。     

広瀬議長：  教育委員会による後援の政治的な中立性を確保するためのル
ール作りの話でした。事前規制として申請段階でのチェックと
いうことを明確に示していただきたいです。事後規制の部分も
併せて、前回出ていた案件からすると事後に案件が出てきた時
にどう対応するかということも、ルール上明確なものにしてい
ただければと存じます。  

ただいまの報告につきまして何か御質問等ございますでしょ
うか。  

 
―  質問なし  ―  

 
４  旧中西家住宅保存活用計画について  
 

葉山課長：  旧中西家住宅保存活用計画は、地域の歴史を物語る旧中西家住

宅を、文化財としての価値を守りながら適切に保存継承し、活用してい

くための方針を定めることを目的としています。現状・経過ですが、９棟

ある当住宅は、主に江戸時代後期から明治時代に建築されたと伝わっ

ています。こういった近世・近代の建物はどうしても耐震性能に不安が

あり、一般の市民の方が観覧される施設でもありますので、安全を確保

するため、耐震対策工事等の実施が必要と判断しております。また、当

住宅は国の登録有形文化財でありまして、国に対し耐震対策工事関

連の補助金を申請する場合にも、この計画を立てていることが必須の

条件となっております。策定の経過ですが、令和４年度から５年度にか

けて、当住宅の策定支援業務を、文化財建造物に関する設計・施工や
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調査・研究を行っている業者に業務委託するとともに、学識経験者等

からなる当住宅保存活用検討会議を設置して、検討し、同計画を策定

してまいりました。現在、パブリックコメントを実施しております。３月１日ま

で実施しまして、その後、結果の公表等を行う予定としております。次に

計画の内容ですが、概要版の最初に当住宅の基本情報をお示しして

おります。当住宅の歴史・沿革、位置や計画期間、計画期間は令和６

年４月１日から令和 11 年３月 31 日までの５年間としております。それ

から、先ほども触れさせていただきました策定の目的等をお示ししており

ます。第 1 章の「計画の概要」では、文化財の概要を平面図や写真で

お示しするとともに、当住宅のどういったところに価値があって、どのよう

な方針で計画を立てるのかといったことをお示ししております。また、第

5 章の「活用計画」では、「静」の公開、「動」の活用といった方針を立

てまして、目指すべき活用の内容を盛り込んでおります。具体的には、

「静」の公開については、公開における展示ルートや展示内容に工夫を

しつつ、必要な設備等の整備について記載しております。「動」の活用

におきましては、現在行っている春と秋の特別公開を継続しつつ、もう

少し催しやイベントを拡充していくことや発信力の強化、小中高大学等

との活動や連携の強化、それから迎賓機能の強化といった内容を計画

として位置付けています。最後に、「保護にかかる諸手続き」を記載して

おります。 

広瀬議長：  ただいまの報告につきまして何か御質問等ございますでしょ
うか。  

杉山委員：  私が勤務している大学はこの近くで、授業で学生を連れて行

きますが、行ってもほとんど開館してないです。季節営業なの
で仕方がないと思いますが、大光寺等の登録有形文化財があり、
非常に町並みとしてはいいのに関わらず、結局外しか見ること

ができません。おっしゃった「静」と「動」の活用という非常
にいいコンセプトですが、中を見る機会がないので、現実には
「静」だけに感じます。本当に取り組むのであれば、いわゆる
観光地というのは少し語弊がありますが、コンパクトシティの
岸部と循環器病センターや、新しいホテルなどの施設を一体化
して、一つのコンパクトなまちづくりの一環として取り組むと
面白いと思います。博物館は遠いし、図書館は遠いし、旧中西
家は開いていません。ポイントとポイントが離れすぎています。
これではなかなか一般的に周知されていくのは難しいと思いま
す。むしろ鉄道のまち岸部の方が一般の人の認知度が高いと思

います。市の施策として施設等を一体化して一般にアピールで
きるような形、目に見える形にする方がいいと思います。せっ
かく立派な資源があって、あれだけ広大な施設があって、建物
があるのに、もったいないなという気がします。お考えいただ
ければと思います。  

葉山課長：  閉館日が多いというのは確かに御指摘のどおりです。建物を
含めた公開の曜日としては水・土・日と、それぞれ１日当たり
３コマの時間帯を設けて、予約制でやっております。文化財と
いうこともありまして、人が出入りするとどうしても傷みます
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ので、適切に管理しつつ、活用していかなければいけないとい
うバランスが大事だと思います。また、見学の際にボランティ

アの方にガイドしていただいていますが、そのボランティアの
方も高齢化が進んでおり、募集してもなかなか集まらないとい
った課題もございます。それから御指摘いただきました他施設
との連携や、情報発信の弱さ等については、課題として認識し
ておりますので、今後そういった弱い面を強化していくように
努めていきたいと思います。  

広瀬議長：  それ以外に何か御質問等ございますでしょうか。  
 

―  質問なし  ―  
 
５  （仮称）吹田市こども計画の進捗について  
 

宮本主幹：  「こども基本法」が、令和４年６月に成立し、令和５年４月から施行さ

れております。同法第１０条２項では、市町村は「こども大綱」を勘案し

て、「市町村こども計画」を定めるよう努めるものとするとされています。 

さらに、「こども基本法第１０条第５項」では、市町村こども計画は、市

町村子ども・若者計画、子どもの貧困対策の推進に関する市町村計

画、その他法令の規定により市町村が作成する計画でこども施策に関

する事項を一体のものとして作成できる旨の定めがあります。  

本市でもこの規定に基づき、「子ども・若者」に関する計画を包含す

る「仮称吹田市こども計画」を策定し、令和７年度を始期とする方針で

取り組んでおります。また、こども基本法では、こども施策を策定、実施、

評価する際には、こども・若者の意見を幅広く聴取して、反映させるよう

に努めることとしております。 

青少年室では、子供若者の意見を聴取し、子供若者計画部分の作

成に活用するために、令和６年１月９日から２月２９日までの間、アンケ

ートを実施しております。市内の高校や大学のほか、各種団体の皆様に

も御協力をお願いさせていただきました。現在のアンケートの実施状況

につきましては、２月１５日現在で、 2500 件を上回る回答が寄せられ

ております。なお、アンケート調査で意見や課題を言えない子供・若者の

声につきましては、吹田市子ども若者総合相談センターと連携して対

応していただいている「吹田市子ども・若者支援地域協議会」の構成

団体に対して、本日からアンケートを実施しております。  

主なスケジュールについて御説明いたします。「こども計画推進委員

会」ですが、仮称吹田市こども計画の策定及び推進に関し、必要な事

項を検討するための庁内組織として設置されております。１月から毎月

開催される予定としており、２月から計画素案の検討が始まってまいり

ます。 

「子ども・子育て支援審議会」が、子供・若者計画を包含する「仮称

吹田市こども計画」の策定について、諮問・答申をする審議会です。次

回は３月下旬に開催が予定されています。「パブリックコメントの実施」
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については、９月ごろを予定としております。 

広瀬議長：  ただいまの報告につきまして何か御質問等ございますでしょ

うか。  
尾崎副議長：  まずこのアンケートについて、15 歳から 39 歳とした理由と  

中学生もしくは小学生の高学年の意見をどのように反映するつ
もりなのかお聞かせください。それから、この周知方法は、公
立高校等にはどのようにされたのかお聞かせください。私は青
少年指導委員会に在籍しておりますが、何も指示は来ていませ
ん。どういう周知をされたのか疑問に思います。意見としては
アンケートだけではなくて、実際の声を反映するものが必要だ
と思います。子供たちの意見を生で聞くことが非常に大事だと
思います。最後に、先ほどアンケートの回答が 2500 件でこの
サンプル見込みが 400 件と聞きましたが、吹田市には 38 万人
の市民がいます。15 歳から 39 歳まで何名いて、対象者がどれ
ぐらいかわからないと、2500 件が本当に多いのか分からない

と思います。   
宮本主幹：  まずは 15 歳から 39 歳とした理由についてですが、我々の担

当の中で、39 歳までの青少年の相談を聞いている子供若者総合
相談センターがございます。あと吹田市子供若者支援地域協議
会は、子供若者育成推進法に基づいて協議会を設置しており、
こちらは 0 歳から 39 歳までが対象となっております。その中
でも支援が届きにくい年代、特に高校生以上の年代に重点を絞
って、アンケートを実施しました。小中学生を対象にという点
につきましては、現在子供計画及び教育ビジョン策定のために、
アンケートの実施を検討しているところでございます。続きま
して、周知方法については、ホームページや、ＳＮＳを用いて、
また、各種団体にメールでの御依頼をさせていただきました。

高校生につきましては、市内の公立私立も含めて、直接お願い
に伺い、大学につきましては、メールでお送りさせていただい
て、大学の掲示板等で周知をさせていただきました。また、夢
つながり未来館の三階のロビーで、各種イベントも実施してお
り、また、幅広い子供・若者たちが集まっていますので、そこ
で直接御意見を聞かせていただいく取組を行っております。ア
ンケートの回答数につきましては、当初の目標は 400 件として
おり、市民意識調査でも、調査の依頼件数をおよそ 2000 件で

設定しているところもありましたので、一定周知していると考
えております。  

大川室長：  少し補足させていただきます。アンケートの数はまだ集計中  
でございます。手元に資料はありませんが、2500 件の内、高  
校や大学でもアンケートを行っております。在学も吹田市民に

はなりますが、住所地でいうと吹田市民は、そのうちの 1000
件程度になります。年代につきましても、高校・大学を中心に
お聞きしておりますが、他にも市の職員や庁内にも事務なびで
呼びかけをし、アンケート調査を行っています。これからも数
を集めてまた御報告させていただきたいと思っております。  

道場部長：  さらに補足させていただきます。この件に関して、情報提供
ができていなかったということについては、子供計画そのもの
が児童部主導で動いており、スケジュールが非常にタイトなも
ので、先行してアンケート調査を実施させていただきました。
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今後については、会議の場だけではなく、適切なタイミングで、
メールあるいは郵送で何を行うか情報提供させていただければ

と思います。3 点目の御質問として、吹田市民の内 15 歳から
39 歳までは何名いるのかという質問がありました。行政計画を
定めるにあたって、意見を反映させるための意識調査やアンケ
ート調査が、何件の有効回答数があればいいのか、数値を求め
られる根拠があったと思いますので、担当の方で、確認させて
いただきます。ただ、市民意識調査では 2000 件程度抽出しま
すので 2500 件というのは、適正を超えていると判断しており
ます。  

広瀬議長：  分析結果につきましても、御報告いただける機会があるのか
と思いますが、それをもとにどのような計画を立てていくのか、
注視していきたいと存じます。何が今の子供若者の生活状況や
ライフスタイルにおいて課題に関わるのかについて、例えばジ
ェンダーや、家庭の社会経済的な状況、家計状況等の要因のデ

ータを拾わずにどういう分析ができるのかと分からないところ
もありますが、また御報告いただければと思います。  

 
６  クリエイティブセンター  ニーズ調査結果の報告  
 
曽我参事：  昨年に実施しました当施設に関するアンケート調査の結果について

御報告いたします。 

アンケート調査の趣旨ですが、今後、老朽化に伴う大規模な工事を予

定している当施設について、全市対象施設として、今の時代に沿った内

容のものとするべく、青少年施策や施設に関するニーズを把握するため

に実施したものでございます。実施期間は昨年の夏から年末にかけて、

また、1 月末までの期限として、二十歳を祝う式典の際にＨＰで意見を

募集しました。内容につきましては社会教育委員会議でも御意見を頂

戴したもので、当施設に対する認知度や青少年のニーズに関する簡単

な質問となっています。回答は、合計 400 件あまりが回収できました。

内訳は、当施設のある片山岸部地域と、同じく青少年施設である未来

館・青少年サポートプラザのある山田地域を中心に、各地域から回答

が集まっています。体育館や図書館での QR コード掲示の協力を得ら

れたことや、児童館での用紙配布に協力をしてもらったことで、市内各

地域から回答を回収することができました。主に当施設や未来館、児童

館などで、利用者に声かけをして回答を募ったこともあり、小学生から

の回答が半数弱となっています。認知度につきましては、片山岸部を除

いては名前だけ知っているけど何をしているところか知らない、ということ

も含めて、およそ 7 割が認知されていない結果となっております。現在

の当施設利用者の統計としては、片山岸部に次いで山田千里丘地

域・主に千里丘方面、千里山佐井寺方面の佐井寺から、となっており、

この 3 地区で、当施設の利用者のおよそ 3/4 を占めているのが実情

です。交通面での利便性も大きく関与していると考えています。次に、青

少年が必要としている機能や施設について質問したものです。選択肢
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は４つです。自習室等の居場所に関するもの、不登校ひきこもり対策に

関するもの、音楽等を出せるような場所が欲しいか、あとスポーツができ

るような場所が欲しいかの 4 つと、今のままで十分だという選択肢とそ

の他となっております。自習室など、居場所を求める声が非常に高いこ

とがわかります。年代別での回答項目割合からも、各年代において要

望があるようです。次いで、社会的な課題と認識されていると思われる、

不登校等へ対策に関する要望が多いといった状況です。その他の回答

のなかで主だったものを各年代でまとめています。居場所の充実や、活

動の場を確保して、大人の役割への意見も含めて、青少年が集うこと

ができる取組をすすめるよう要望されています。最後に青少年施策・施

設に関する意見をカテゴリに分けて自由に記載していただきました。活

動促進・交流促進のカテゴリとして御意見をいただいております。活動

促進としては、やはり自習室などの居場所を求めるものでした。交流促

進としては、アーバンスポーツなどができる場所が欲しい、交流ができる

場所が欲しい、地域として青少年を支える仕組みづくりへの御意見が

ありました。居場所づくりにつきましても地域で支える体制というところ

で声が上がっております。以上、自由記載の回答のなかから、かいつま

んで御説明をさせていただきました。今後については、今回の調査を踏

まえ、また、こども計画のニーズ調査の結果も踏まえ、大規模修繕ある

いは建替に向けて施設のあり方を検討してまいります。  

広瀬議長：  ただいまの報告につきまして何か御質問等ございますでしょ
うか。  

 

―  質問なし  ―  
 

７  その他   
（１） 所管からの報告について  
ア  太陽の広場委託モデル事業の進捗について  

 
小川参事：  9 月と 11 月の社会教育委員会議で説明させていただきました、

こどもプラザ事業太陽の広場における民間委託事業、民間委託
モデル事業ですが、11 月の本議会で可決いただきましたのでご
報告いたします。9 月と 11 月の会議で説明をしておりますので、
経過は割愛させていただきますが、事業運営で、労力の大きい
部分を民間事業者に委託することで、地域の負担を軽減して、
児童が安心安全に過ごせる居場所を増やすことができ、持続可

能な事業とするための検証を行うことを目的にこのモデル事業
を実施いたします。実施の期間につきましては、令和 6 年 4 月
から令和 8 年の 3 月の末までの 2 年間となっております。実施
の学校ですが、山田第 1 小学校及び江坂大池小学校の 2 校とな
っております。学校の選定につきましては、まず地域の意向を
聞き、学校とも相談して、活動場所の確保が安定的にできるの
か、また、学校規模適正化などの状況も踏まえて選定いたしま
した。運営の体制につきましては、他の小学校と同じく、フレ
ンドさん 3 名体制で見守りを実施する予定です。開催日につき



 
13 

ましては、授業のある日は授業終了から下校時刻までの、週２
回で行い、長期休業中は午前中 9 時から 12 時までの週 3 日を

予定しております。11 月の社会教育委員会議で、現在のフレン
ドさんの謝礼金が長年 824 円のままであり、824 円という端数
が、事務の煩雑化の大きな原因になっているという御意見いた
だきましたので、現フレンドさんの謝礼金につきましても、御
意見いただきました丸い数字にして、事務の改善につなげるよ
うに 2 月議会で提案をする予定となっています。  

1 月 8 日に、20 歳を祝う式典をパナソニックスタジアムで
実施しました。対象約 3900 名で、参加者は 2800 名でした。
各種団体の皆様の協力のおかげで無事に実施することができま
した。特に青少年指導委員会からは、58 名の方が協力いただき、
本当にありがとうございました。初めて親族席を設けさせてい
ただきましたが、結果は 800 名と、たくさんの方に参加をして
もらいました。不手際な点もあったと思いますが、御意見いた

だいて、改善していきたいと思います。  
広瀬議長：  ただいまの報告につきまして何か御質問等ございますでしょ

うか。  
尾崎副議長：  20 歳を祝う式典に関して、我々も従事させていただきました。

パナソニックスタジアムは、広いのでやりやすく、非常に良い
点だと思います。しかし、雨天の場合はどうなるかが課題だと
思います。また、去年まではコロナの関係もあり、入口に受付
がありましたが、今年は何もなく、自由に入ることができまし
た。昔は、はがき等で行事の対象人物か判断しておりましたが、
今回の形では勝手に入ることができてしまいます。親族席を設
けたことにより、勝手に部外者が入っていました。また、特に
怖いと感じたのは今後、吹田の成人式は誰が行っても入ること
ができるという噂が流れ、誰が来るかわらないようになってし

まうことです。現実にそのような私の耳に入ってきていますし、
子供の間でそういった会話があったそうです。入口で受付等の
形で対象者と部外者を判断する必要はあると思いますので、課
題として検討いただけたらと思います。  

小川参事：  貴重な御意見ありがとうございます。担当者として今後検討
していきたいと思います。  

広瀬議長：  それ以外に何か御質問等ございますでしょうか。  
 

―  質問なし  ―  
 
イ  江坂公園及び江坂図書館のリニューアルオープン１周年記念イベン  
トについて  

 

梶原館長：  江坂公園・江坂図書館は改修工事を経て、令和５年４月にリニューア

ルオープンいたしました。この度、リニューアル一周年を記念したイベント

を公園みどり室、江坂図書館、江坂公園及び吹田市立江坂図書館指

定管理者、江坂公園近隣の書店、出版社、専門学校で企画し、本をテ

ーマにして開催することを決定いたしました。名称は「江坂ブックフェスタ

２０２４」、テーマは「本がつなぐ人と街」です。日程は令和６年３月２３日
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（土）と２４日（日）です。主催は指定管理者のグリーンホスピタルサプラ

イ江坂公園です。共催は公園みどり室、江坂図書館、西日本出版社等

です。主な内容は、指定管理者が、マルシェ、キッチンカーで物販を行い

ます。公園みどり室（花とみどりの情報センター）が、寄せ植えワークショッ

プを行います。江坂図書館は、ぬいぐるみのおとまり会、ビブリオバトル、

青空紙芝居などを行います。 

次に、西日本出版社は、ブック博覧会を行います。普段接点のない出

版業界の人と読者が会話を楽しみながら本を売り買いするのですが、こ

のような催しは全国各地の古書店街などで催されています。次に、クレヨ

ンハウスは造本作家の駒形克己さんの作品展を行います。西日本出版

社とクレヨンハウスが講演会を行います。次に、キャットミュージックカレッ

ジ、大阪アニメーションカレッジは、生徒による音楽演奏や群読劇などを

行います。広報は市報３月号の裏表紙一面、図書館のＨＰ、指定管理者

のＨＰに掲載します。パンフレットは指定管理者が作成中です。  

広瀬議長：  ホームページを中心とした広報のようですが、せっかくの多

彩な催しですので、可能であればＳＮＳとか何か若い世代、子
育て世代にも参加いただけるような周知方法も御検討いただき、
１人でも多くの市民に来場いただけたらと感じました。本日の
会議案件は以上となります。  
これをもちまして２月の社会教育委員会議は閉会とさせてい

ただきます。ありがとうございました。  

 


